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出
か
け
よ
う

水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー

施
設
開
放

！！

水質浄化センターで学習する小学生

9
月
５
日
（
日
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

水
道
局
で
は
、
下
水
道
を
よ
り
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
場
所
は
上
記
案
内
図
の
と
お
り
）の
一
般

開
放
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

水
処
理
施
設
地
下
の「
管
廊

か
ん
ろ
う

探
検
」、
汚
れ

た
水
が
き
れ
い
に
な
る
ま
で
の
行
程
を
分

か
り
や
す
い
ク
イ
ズ
形
式
で
楽
し
め
る

「
ク
イ
ズ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」の
ほ
か
、
メ

ダ
カ
す
く
い
な
ど
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
下
水
道
施
設
課
蕁

２
２
１
―
７
５
２
４
へ
。



★「
水
道
経
営
の
台
所
事
情
」

〜
経
営
の
仕
組
み
〜

水
道
事
業
は
、
価
格
の
安
い
安
全
な
水

を
安
定
的
に
送
り
届
け
る
こ
と
が
使
命
で

す
。
事
業
運
営
は
、
市
が
地
方
公
営
企
業

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

水
の
供
給
に
必
要
な
財
源
は
、
税
金
で

は
な
く
対
価
で
あ
る
水
道
料
金
で
賄
わ

れ
、
一
般
行
政
か
ら
独
立
し
て
経
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
独
立
採
算
制
と
い
い

ま
す
。

独
立
採
算
に
も
、
消
火
栓
の
設
置
管
理

費
な
ど
一
部
例
外
が
あ
り
ま
す
が
、
大
部

分
は
、
お
客
さ
ま
か
ら
の
料
金
で
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。

水
の
供
給
に
は
、
ダ
ム
や
浄
水
場
、
き

れ
い
に
な
っ
た
水
を
た
め
て
お
く
配
水
池
、

さ
ら
に
は
市
内
に
網
の
目
の
よ
う
に
張
り

め
ぐ
ら
さ
れ
た
配
水
管
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
施
設
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
を
い
つ
で
も
万
全
の
状
態
で
使

食
べ
残
し
た
食
品
を
そ
の
ま
ま
川
に
流

す
と
、
下
表
の
よ
う
に
、
牛
乳
二
百
詬
誚

を
流
し
た
場
合
、
浴
槽
十
杯
分
、
約
三
千

誚
の
き
れ
い
な
水
で
薄
め
な
い
と
魚
が
住

め
る
水
質
に
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
適
正

な
処
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
汚
れ
た
水

は
き
れ
い
に
な
っ
て
河
川
に
放
流
さ
れ
る

た
め
、
川
や
海
を
下
水
で
汚
す
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。

”水
と
緑
と
詩
の
ま
ち
ま
え
ば
し
“の

水
環
境
を
守
る
た
め
、
下
水
道
の
整
備
は

大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
下
水
道
施
設
課
蕁

２
２
１
―
７
５
２
４
へ
。

え
る
よ
う
に
、
日
々
の
適
切
な
修
繕
や
改

良
、
更
新
な
ど
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

水
道
局
は
、
皆
さ
ん
の
水
道
料
金
を
大

切
に
使
う
た
め
、
効
率
的
な
経
営
に
努
め

て
い
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
水
道
局
総
務
課
蕁

８
９
０
―
３
０
１
３
へ
。

市
で
は
、
夏
の
雷
雨
や
台
風
に
よ

る
集
中
豪
雨
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
と

大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
、
都
市
雨

水
対
策
協
議
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
で

も
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

努
力
し
て
い
ま
す
。

浸
水
被
害
の
情
報
や
ご
意
見
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
事
務
局
（
下

水
道
建
設
課
内
）
蕁
８
９
０
―
３
０

６
５
へ
。

〜
そ
の
４
〜�

９月１０日は「下水道の日」です。「下水道青い地球の交通網」
を推進標語に運動が展開されます。下水道は、汚水の排除、ト
イレの水洗化など公衆衛生上、わたしたちの生活に欠かすこと
ができません。また、川をきれいにするためにも、なくてはなら
ないものです。
本市では、これからも公共下水道を普及させ、快適で住みよ
い生活環境づくりのために、事業を積極的に進めていきます。



わ
た
し
た
ち
は
、
毎
日
の
生
活
の
中
で

た
く
さ
ん
の
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。
家
庭

か
ら
流
れ
出
る
食
器
を
洗
っ
た
水
、
洗
濯

や
風
呂
の
水
、
工
場
か
ら
出
る
排
水
な

ど
、
汚
れ
た
水
が
そ
の
ま
ま
川
に
流
れ
込

む
と
、
清
流
も
魚
の
住
め
な
い
川
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

下
水
道
は
汚
れ
た
水
を
集
め
、
き
れ
い

な
水
に
処
理
し
て
か
ら
川
へ
戻
す
こ
と
で
、

自
然
環
境
を
守
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
下
水
道
の
整
備
で
、
わ
た
し
た
ち
の

生
活
は
、
よ
り
清
潔
で
快
適
な
も
の
に
な

り
ま
す
。

下
水
道
を
い
つ
ま
で
も
良
好
に
維
持
す

る
た
め
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

□
油
類
を
流
さ
な
い

オ
イ
ル
類
や
家
庭
の
食
用
油
は
、
下
水

道
管
に
付
着
し
て
流
れ
を
悪
く
し
ま
す
。

下
水
道
に
は
、
こ
う
し
た
物
を
絶
対
に
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

□
溜
め
マ
ス
を
清
掃
す
る

台
所
の
ゴ
ミ
は
下
水
道
管
に
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
管
が
詰
ま
る
原
因
に
な
り

ま
す
。
ゴ
ミ
は
収
集
日
に
集
積
所
へ
出
し

ま
し
ょ
う
。
宅
地
内
の「
溜た

め
マ
ス
」に
は

油
類
や
細
か
い
ゴ
ミ
が
た
ま
る
の
で
、
定

期
的
に
清
掃
し
て
く
だ
さ
い
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
下
水
道
管
理
課
蕁

８
９
０
―
３
０
７
４
へ
。

●トイレ
紙おむつや生理用品などを流すと詰まりの
原因となります。

●台所
食べ残しや油類を
流すと、トラップ（下
水道管からの臭気
や害虫が侵入しな
いようにする装置）
や排水管が詰まる
原因となります。

●溜めマス
汚水と油類が分かれるように
なっています。
時々点検し、掃除をしましょう。

●雨水マス
ゴミや落ち葉を捨てな
いでください。
下水管が詰まると雨
水が道路にあふれてし
まいます。
雨水マスは常にきれい
にしておいてください。

●汚水管や雨水管を誤った方法で接続すると、下水処理場に多大な負担
を負わせると共に、川や湖などの水質悪化となるため、排水設備の工事は
前橋市の指定した工事店に依頼してください。

●汚水マスや
マンホール

ガソリン、シンナー、薬品等は大変危険
です。爆発も考えられるため、絶対に汚
水マスやマンホールのふたを開けて流さ
ないでください。

下水道の正しい使い方



下水道の日の特集記事に関
連して、日本下水道協会主催
第４３回下水道の日「下水道い
ろいろコンクールポスター部
門」において、木瀬中の青木
理紗さん（現在、前橋女子高校
在学）が国土交通大臣賞（中学
生の部）を受賞しました。おめ
でとうございます。

お問い合わせ・ご相談は　連絡先：前橋市水道局　前橋市岩神町三丁目13番15号　

●漏水などの緊急の場合は、夜間・休日も受け付けています　蕁234-5511（代表）

水道料金・下水道使用料や支払い方法について
譁ジーシーシー自治体サービス

前橋センター（水道局内）
蕁890-3300水道の使用量や検針について

水道の使用開始・中止の申し込み

道路上の漏水を見つけたとき
水道整備課 蕁890-3033

赤水やにごり、水の出が悪いとき

水道水の水質について 浄水課 蕁231-3075

家庭内の水道設備については、直接水道局指定の業者へ

（業者が分からない場合は、お問い合わせください）
水道業務課 蕁890-3037

下水道の受益者負担金・分担金について 下水道建設課 蕁890-3063
下水道がつまったとき 下水道管理課 蕁890-3072

九
月
一
日
は
「
防
災
の
日
」で
す
。
水

道
局
で
は
、
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
分
か
ら

な
い
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
て
、
災
害

に
強
い
水
道
を
目
指
し
た
施
設
整
備
を
積

極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

●
災
害
に
強
い
施
設
づ
く
り

埋
め
て
か
ら
長
い
年
月
の
た
っ
た
水
道

管
や
下
水
道
管
は
、
折
れ
や
す
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
道
局
で
は
地

震
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

管
の
接
続
部
分
が
伸
縮
す
る
材
料
を
使

用
し
た
り
、
地
震
に
強
い
丈
夫
な
管
へ
計

画
的
に
取
り
替
え
て
い
ま
す
。

●
飲
料
水
の
確
保
に
つ
い
て

前
橋
市
内
に
は
、
災
害
に
対
す
る
備
え

と
し
て
耐
震
型
循
環
式
飲
料
水
貯
水
槽

が
、
学
校
の
校
庭
の
地
下
な
ど
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
貯
水
槽
は
、
い
つ
も
は

水
道
管
の
一
部
と
し
て
水
が
流
れ
て
い
ま

す
が
、
水
道
管
の
破
裂
な
ど
の
異
常
を
感

知
し
た
と
き
、
自
動
的
に
非
常
用
の
水
を

た
く
わ
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
市
内
の
七
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
て

緊
急
時
に
備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
道
局
に
は
、
容
量
二
千
誚
と

四
千
誚
の
給
水
タ
ン
ク
車
が
各
二
台
あ

り
、
緊
急
時
に
迅
速
な
飲
料
水
の
供
給
が

で
き
ま
す
。

災
害
に
備
え
て
、
ご
家
庭
で
も
非
常
用

の
水
（
一
人
一
日
に
三
誚
が
目
安
）の
備

蓄
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
災
害
が
起
き
た
後
を
考
え
て

防
災
意
識
の
向
上
と
災
害
時
に
速
や

か
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
市
で
は
、
防
災

関
係
機
関
や
市
民
の
協
力
の
も
と
、
毎
年

防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水
道
局
で
は
、
今
後
も
よ
り
一
層
充
実

し
た
備
え
で
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
欠
か
せ

な
い
飲
料
水
を
届
け
て
い
き
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
水
道
整
備
課
蕁
８

９
０
―
３
０
３
３
へ
。

職
員
を
装
っ
た
訪
問
者
が
各
家
庭
を

訪
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
事
例
が

増
え
て
い
ま
す
。
水
道
局
で
は
、
浄
水

器
の
あ
っ
せ
ん
・
販
売
や
水
道
管
・
排
水

管
・
汚
水
ま
す
の
清
掃
の
あ
っ
せ
ん
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
依
頼
が
な
い

限
り
、
各
家
庭
や
事
業
所
へ
立
ち
入
り

検
査
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

水
道
局
の
職
員
は「
職
員
証
」を
持
っ

て
い
ま
す
。
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
水
道
局
総
務
課

蕁
８
９
０
―
３
０
１
１
へ
。

受水場の建設工事

災害復旧訓練の様子

前橋市職員証�

氏名　タンク君�

前橋市長�

水
道
局
職
員
を
装
う

訪
問
者
に
注
意
を
！




